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要 約 
 看護学生の自己受容性の実態を明らかにするため、平成 20 年２月に A 県内４年制大学

看護学科１年生 60 名を対象とし、質問紙調査を行い 54 名より回答が得られた。主な結果

は、以下の３点であった。ⅰ）大学入学後、喜び、悲しみ、怒りの体験に影響を与えた事

柄は、友人関係であった。ⅱ）自己受容性の要因間では、「自己理解」が一番高く、次いで

「自己承認」、「自己信頼」「自己価値」であった。ⅲ）自己受容性の要因間の関連をみると、

「自己価値」は「自己理解」、「自己信頼」とやや相関がみられた。看護学生１年生は、友

人からの影響が多く、対人関係での脆弱さを指摘される中、生活パターンや社会的側面か

らも学生の特質を分析し、看護専門としてのアイデンティティが確立できる教育指導が今

後の課題といえる。 
 

Abstract 

To clarify self-acceptance in nursing students, a questionnaire 
survey was conducted in February 2008, involving 60 first-year 
nursing students of a four-year college, of whom 54 responded. 
The principal results were summarized into three points: i) issues 
that had affected their experiences of pleasure, sorrow, and anger 
since their entrance were relationships with friends; ii) among 
the factors of self-acceptance, “self-understanding” showed the 
highest score, followed by “self-approval”, “self-trust”, and 
“self-value” in descending order; and iii) as for the relationships 
among these factors, “self-value” was moderately correlated with 
“self-approval” and “self-trust”. While freshman nursing students 
are described regarding their weakness in terms of interpersonal 
relations, it is a future challenge to analyze their character 
istics even from the viewpoints of life patterns and social aspects, 
to provide educational guidance helping them to establish 
identities as nursing specialists. 
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緒 言 
 

青年期は、ありのままの自己を受け容れる自己受容が、アイデンティティの確立に重要

な役割を果たすといわれる１）。自己受容性が高い学生は、比較的良好な対人関係を構築で

きるといわれ２）、また、大学生の感情体験を分析した速水３）は、「喜怒哀楽は、生理的満

足を得た時や、目標としていたことが達成された時、仲間と親密な人間関係が形成された

時などに生じやすい」と述べている。これらのことから、他者とのコミュニケーション能

力に優れた学生は、他者とうまく付き合える自分に満足感を得て自己受容性が高まると考

える。 
長谷川４）は、一般の大学生に比べて、看護学生は４年間に看護師・保健師国家試験合格

の課題を突きつけられ、ストレスフルな状態と報告している。大森５）は、臨床実習が学生

生活の大きなストレスとなる一方で、親や友人との関わりがストレス解消に影響すると述

べており、看護学生の自己受容性と対人態度の関係を調査した結果、自己受容性が高い学

生は比較的良好な対人関係を構築できると報告している。 
そこで、看護学生の大学生活における感情体験の実態や看護学生の自己受容性の実態に

ついて焦点をあてた研究はなく、今回、調査したので報告する。 
 

Ⅰ． 目 的 
 

 
 
 

図１ 看護学生の自己成長に影響を与える要因の概念枠組  
 
 

看護学生の感情体験、および看護学生は自分自身をどのように捉えているか、自己受容性

を明らかにし、学生の良好な対人関係形成教育への示唆を得る。 
       

 
大学入学後、学生は、友人・家族とのトラブルや支え・経済的問題・アルバイト、講義・

実習などを通して、喜び・嬉しさ、怒り・悲しみなどの感情体験する。これらの感情体験

をからませ、怒り･悲しみは乗り越え、喜び･嬉しさにより、満足感・達成感が得られ自己

を受容し、大学への適応や自己の目標達成へと向かうようになる。（図１） 
 
Ⅱ． 用語の定義 
 

宮沢ら 6）の文献を参考に下記のように用語を定義した。 
自己受容性：自己の諸側面（身体的側面・能力的側面・性格など）をありのままに受け

容れることは、「自己理解」「自己承認」「自己価値」「自己信頼」の４側面

で構成される。 
自己理解：自分自身のあるがままを受け入れようとすることで、自己に冷静な目を向け



自分のことがよくわかっていると自己認識していること 
自己承認：現在の自己を嫌わず、自分をそのまま承認すること 
自己価値：自己を価値ある存在とみなし、その存在に意味を見出し自己の人間的価値を

信じること 
自己信頼：現在や将来の自己の可能性を信じ、物事への対処能力に自信を持っているこ

と 
Ⅲ． 研究方法 

 
１．研究対象者 

同意の得られた A 県内４年制大学看護学生１年生 60 名 
２．調査内容 
１）属性：年齢、家族数と兄弟数、現在の家族構成、友人の数、サークルに所属の有無 
２）大学入学後一番楽しかったこと、大学入学後一番悲しかったこと、大学入学後一番怒

りを感じたことから 1 項目選択させ、具体的内容に付いては自由記述で回答を求めた。 
３）自己受容性に関する内容 27 項目：これらの項目について「あてはまる 」から「あ

てはまらない」までの４段階評定で回答を求めた 
３．使用尺度 

「自己受容性」尺度 
宮沢 7）が作成した尺度で、作成者の許可を得て使用した。全項目 27 項目よりなり、

自己理解（８項目）、自己信頼（７項目）、自己承認（６項目）、自己価値（６項目）か

ら構成されている。 
４．調査方法 

2008 年２月に同意の得られた学生に対し、調査票を配布し、無記名による自記式調査 
法により調査を行い、調査用紙の回収は回収箱を設置して本人の意思により投函しても

らった。 
５．調査時期における学生の学習進度 

Ｋ大学看護学科のカルキュラムは共通教育科目と専門教育が系統的に修得できるよう 
になっており、科目区分としては、基軸、教養、基礎、専門で構成されている。1 年次 
のこの時期は、基軸、教養、基礎の科目が主に進行しており、専門科目では、専門基礎 
としての身体のしくみ・働き、栄養と代謝などであり、看護専門科目としては、早期臨 
床体験を含む基礎看護学Ⅰ、初めて患者を受け持ち実習する基礎看護学実習Ⅰが終了し 
ている。 

６．分析方法 
１）自己受容性 27 項目について、「あてはまる 」から「あてはまらない」の順に４点 
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